
　

城
上
の
名
称
が
示
す
通
り
、
歴
史
的
に
も
古
い
神
社
、

仏
閣
な
ど
の
史
跡
が
各
地
に
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
で
も
、
城
上
村
社
と
あ
が
め
て
い
る
児こ

み美
神
社
は
、

領
主
で
あ
っ
た
高た
か

城き

重し
げ

雄お

の
霊
を
鎮
め
る
御
霊
信
仰
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
水
神
様
と
し
て
棟
札

に「
風
雨
順
調
・
万
民
快
楽
・
田
畑
能の
う
せ
い成
」の
文
句
が
あ

り
、
毎
年
８
月
10
日
の
例
祭
に
は
、
雨
ご
い
の
た
め
の

太
鼓
踊
り
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
事
業
と
し
て
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

力
を
注
ぎ
、
高
齢
者
と
の
世
代
間
交
流
は
も
と
よ
り
、

地
区
事
業
と
し
て
も
、
ホ
タ
ル
祭
り
、
川
祭
り
、
綱
引

き（
相
撲
）大
会
、
鬼
火
た
き
、
文
化
祭
、
完
走
歩
大
会

な
ど
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は

地
区
内
の
治
安
の
た
め
に

パ
ト
ロ
ー
ル
隊「
あ
な
た

を
守
り
隊
」を
結
成
し
ま

し
た
。
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

車
３
台
で
巡
視
し
、
地
区

内
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
し
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
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清
流
〜
高
城
川
〜
で
の
夏
場
の
川
遊
び
、

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
と
と
も
に
、

ホ
タ
ル
の
乱
舞
す
る
風
光
明
美
で
自
然

・
環
境
が
と
て
も
豊
か
な
城
上
地
区
を

紹
介
し
ま
す
。

１年間の無病息災と子ど
もたちの健やかな成長を
願って行う「鬼火たき」

地区の真ん中を流れる高
城川。ほかの地区からも
家族などが遊びに訪れる。

　

城じ
ょ
う
か
み上
町
は
、
か
つ
て
高た

き城
郡ぐ
ん

高
城
郷
の
妹い

も

背せ

城
の

上
方
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
城
の
上
の
村
」が
城
上
村

と
な
り
、
城
上
の
名
称
が
定
着
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

位
置
的
に
は
市
街
地（
上
川
内
町
）か
ら
県
道
３
４

１
号
線
を
北
北
東
に
約
６
㎞
の
地
点
か
ら
北
に
５
㎞
、

東
西
に
３
～
４
㎞
、
面
積
31
・
28
㎢
あ
り
、
川
内
地

域
で
は
最
大
の
面
積
を
誇
る
と
と
も
に
、
町
内
を
南

北
に
貫
流
す
る
川
内
川
の
支
流
高
城
川（
約
18
㎞
）の

中
・
上
流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
形
的
に
は
北
に
紫
尾
山
系
の
鹿か

倉く
ら

山（
５
８
５

ｍ
）西
に
混こ
ん
た
け岳
山（
３
６
９
ｍ
）の
山
々
が
連
な
り
、

自
然
豊
か
で
の
ど
か
な
中
山
間
農
村
地
帯
で
す
。
そ

の
一
方
で
は
、
九
州
新
幹
線
が
地
区
内
を
縦
断
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
区
の
特
徴
と
し
て
、
町
内
が
上
城
上（
吉

川
小
学
校
区
）と
下
城
上（
城
上
小
学
校
区
）に
分
割

さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
従
っ
て
、
同
じ
町
内
に
吉
川

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
城
上
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
二
つ
の
組
織
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

上
部
に
は
城
上
町
の
町
民
会
組
織
が
存
在
し
、
ほ
か

に
類
を
見
な
い
地
区
と
い
え
ま
す
。

　

人
口
は
１
２
３
１
人
、
５
１
０
世
帯
、
高
齢
化
率

26
・
６
％
で
７
自
治
会
か
ら
な
り
、
主
な
基
幹
産

業
は
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
た
水
田
で
の
稲
作
で
す
が
、

専
業
農
家
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
自
給
米
生
産
で

あ
り
、
生
計
基
盤
は
会
社
な
ど
か
ら
の
給
与
所
得
に

依
存
し
て
い
る
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
環
境
で
は
川
内
地
域
で
唯
一
、
農
業
集
落
排
水

設
備（
下
水
道
）と
上
水
道
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
農
地
・
水
・
環
境
保
全
組

合
を
結
成
し
、
環
境
の
整
備
に
万
全
を
期
し
て
お
り
、

高
城
川
の
清
流
と
合
わ
せ
、
風
光
明
美
で
申
し
分
の

な
い
住
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
は
地
区
振
興

計
画
に
即
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
中
心
と
な
り

地
域
住
民
全
員
で
取
り
組
み
、
活
動
の
状
況
は
毎
月

発
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
だ
よ
り「
じ
ょ
か

ん
」で
情
報
発
信
し
、
地
区
民
一
体
と
な
っ
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
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